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一
年

を

記

念

年

と
定

め

、

全

住

民

　

　

者

数

も

逆

転

現

象

を

呈

す

る

な

ど

〓
員

　

　

』

げ

は

時

詢

¨

一

勧

¨

〔

¨

践

繰

　

　

却

れ

ヽ

現

実

に

立

た

さ

れ

て

お

り

重

　

　

も

と

に
活

力

と

創

造

性

に
満

ち

た
　

　

却

は
本

村

の
不

変

の
政

策

目

標

と

〓

一
　

　

榊

嘲

】

電

「

を

誓

い
合

っ
た

訳

で
　

　

な

地 っ
な

斜

漬

け

ｔ

“

】
』

国

罐

け

。

長

　

　

　

し

か

し

な

が

ら

私

た

ち

の
願

望

　

　

民

の
生

命

を

守

り

人

権

を

守

る

砦

村

　

一

と
は
裏
腹

に
、

こ
の

二
十
年
間

の
　
　

で
あ
る
と
す

れ
ば
、
我

々
は
そ
れ

時
流
の
中
で
本
村
の
人
口
は

一
千
　
　
を
阻
害
す
る
敵
と
断
□
対
決
し
て

‐‐‐ｉｌ
‐‐‐――

――‐‐‐
‐―――‐

一

ぁ

る

農

林

水

産

業

の
従

事

者

数

も

　

　

　

私

は

村

長

就

任

以

来

こ
う

し

た

欄
―――――
脚
―――――
　
一　
一
千
八
百
二
十
四
名
か
ら
、
七
百
　
　
沈
滞
し
た
ム
ー
ド
を

一
掃
し
、
住

し

い
ふ
る

さ

と

づ

く

り

に
献

身

努

さ

ら

に
心

を

新

た

に
し

村

政

伸

展

大

勢

力

を

誇

っ
て

い
た

安

東

水

軍

の
制

海

権

は

日

本

海

、

瀬

戸

内

海

れ

て

い
ま

す

が

、

特

に

元
寇

の
役

七

四

年

）

と

弘

安

四

年

（
一
二

八

村

上

水

軍

と

共

に
我

が

安

東

水

軍

精

神

を

受

け

継

ぎ

、

今

こ
そ

受

身

覚

悟

で
あ

り

ま

す

。

キ
メ
細
か
な

施
策
を
展
開

本

村

財

政

の
大

宗

を

な

す

地

方

は

、

消

耗

品

、

食

糧

費

、

旅

費

、

ッ
ト

、

三

年

連

続

し

て
職

員

の
欠

員

の
不

補

充

、

施

設

の
職

員

配

置

の
見

直

し

等

、

徹

底

し

た

歳

出

の

抑

制

を

図

り

、

財

政

の
健

全

性

を

要

に
、

的

確

に
対

応

し

て

い
く

た

単

に
経

済

的

、

物

質

的

な

豊

か

さ

を

求

め

る

だ

け

で
な

く

、

心

の

る

傾

向

に

も

あ

り

ま

す

。

化

に
的

確

に
対

応

し

て

い
く

こ
と

も

、

重

要

な

課

題

で
あ

る

と
考

え

て

い
ま

す

の

で
、

ご
指

導

ご
協

力

を

お
願

い
申

し

上

げ

ま

す

。

総

務

費

に

つ

い
て

は

、

主

と

し

て
管

理

部

門

に

お

け

る

職

員

の
給

◆

総

務

費

　

一
一億

九

百

六

十

五

万

円
。

▼

一
般

管

理

費

一
億

五

千

百

理

費

七

百

一
万

三

千

円

。

▼
企

画

通

安

全

対

策

費

百

九

十

五

万

四

千

六

十

一
年

度

中

は
保

安

林

の
解

除

、

め
事

務

費

と

し

て

三

十

万

円

計

上

ま

た

津

軽

半

島

振

興

対

策

促

進

協

議

会

及

び
青

森

県

地

下

資

源

開

発

調

査

促

進

協

議

会

の
負

担

金

が

新

規

計

上

と

な

っ
て

い
ま

す

。

◆

戸

籍

住

民

基

本

台

帳

費

一
千

四

十

二

万

一
千

円

。

◆

選

挙

費

に

つ

森

県

知

事

選

挙

等

が

予

定

さ

れ

て

九

千

円

計

上

し

ま

し

た
。



◆

村

税

一
億

三

千

九

十

六

万

三

千

円

、
◆

地

方

交

付

税

八
億

三

千

三

百

十

一
万

六

千

円

、
◆

国

・
県

支

◆

村

債

二
億

五

千

四

百

八

十

万

円
。

住

民
税

の
控

除

額

の
引

上

げ

、

タ

バ

コ
消

費

税

の
引

上

げ

、
新

築

家

慎

重

に
検

討

を

加

え
、
前

年
度

対

地
方

交

付

税

に

つ

い
て

は

、

国

庫
補

助

負

担

率

の
引

下

げ

に
伴

う

億

五

千

九

百

三

十

六

万

三

千

円

を

総

務

費

に

つ

い
て

は

、

街

灯

電

気

―

）
を

現

在

の

一
人

か

ら

二

人

に

ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
も
、
前
年
度

祉
事
務
組
合
運
営
負
担
金
五
百
六

千
円
。
　

◆
児
童
福
祉
費

一
億
二

百
万
七
千
円
。
▼
児
童
福
祉
総
務

で

い
ま

す

が

、

近

年

の
健

康

づ

く

▼
保

健

衛

生

総

務

費

で

は

、

派

遣

円

。

簡

易

水

道

特

別

会

計

繰

出

金

人

保

健

事

業

資

四

百

三

十

一
万

三

千

円

。

▼

環

境

衛

生

に

つ

い
て

は

岩

井

地

区

の

ご

み
捨

場

の
整

備

を

図

る

た

め

に

、

管

理

事

務

所

の
建

設

と

看

視

員

の
配

置

等

に
係

る

関

◆

清

掃

費

一
千

四

百

七

万

五

千

円

の
う

ち

清

掃

総

務

費

五

百

五

十

万

四

千

円

。

▼
塵

芥

し

尿

処

理

費

八

策
費
と
出
稼
労
働
者
援
護
事
業
費

上
し
ま
し
た
が
、
出
稼
者
の
安
全

就
労
と
健
康
管
理
の
立
場
か
ら
、

十
三
湖
の
中
島
に

キ

ャ
ン
プ
場
を
整
備

◆
商
工
費
　
一
億
八
百
七
十
四

万
九
千
円
。
▼
商
工
総
務
費
三
百

整
備
事
業
費
六
千
三
百
六
十
二
万

九
千
円
。
▼
安
東
文
化
の
ふ
る
さ

と
整
備
事
業
費
三
千
七
百
三
十
四

は
、
人
口
の
減
少
、
地
域
経
済
の

を

有

し

て

い
ま

す

が

、

逐

年

整

備

を

進

め

て

い
る

観

光

施

設

と
産

業

お

こ
し

を

積

極

的

に
推

進

す

る

中

提

と

な

る
金

融

対

策

と
業

者

育

成

の
立

場

か

ら

、

県

信

用

保

証

協

会

へ
の
貸

付

金

三

百

万

円

と

同

協

会

へ
の
出

え

ん

金

三

十

万

円

、

商

工

計

上

し

ま

し

た
。

る

県

観

光

物

産

館

を

活

用

し

て
本

村

の

ピ

ー

ア

ー

ル
を

積

極

的

に
行

た
中

島

公

園

整

備

事

業

は

、

河

川

敷

解

除

の
事

務

手

続

き

等

と

の
関

連

か

ら

、

本

年

度

は

給

排

水

、

給

電

施

設

、

外

灯

工

事

、

野

外

炉

、

キ

ャ

ン
プ

場

、

駐

車

場

の
整

備

等

を

中

心

に
実

施

し

、

活

性

化

セ

ン

タ

ー

等

の
構

造

物

に

つ

い
て

は

、

安

東

文

化

の

ふ

る

さ

と

整

備

事

度

は

唐

川
城

跡

、

春

日
内

観

音

堂

た
。

六

十

一
年

度

は

、
福

島

城

跡

．
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新″罰
業
度

の
予
算

に
盛

り

込

ま

れ

た
新

し

い

事

業

、
負

担

金

な

長

の
施

政

方

針

の

中

か
ら
追

っ
て

み

農

林

水

産

業

費

は

、

二

億

三

千

利

用

再

編

対

策

関

連

事

業

で
あ

る

小

規

模

土

地

基

盤

整

備

事

業

費

六

千

四

百

二

十

四

万

五

千

円

等

が

減

▼
農

業

総

務

費

三

千

三

百

五

十

六

万

四

千

円

は

、

人

件

費

及

び
各

種

業

共

済

事

業

特

別

会

計

へ
の
繰

出

金

五

百

七

十

四

万

一
千

円

と

な

っ

ハ
ウ
ス
栽
培

展
示
圃
を
設
置

▼
畑

作

振

興

費

に

つ

い
て

は

、

農

業

振

興

の
最

重

要

施

策

と

位

置

づ

け

、

水

稲

単

作

経

営

か

ら

脱

却

し

「
水

稲

、

畜

産

、

畑

作

」

の
複

合

経

営

を

積

極

的

に

進

め

、

農

家

所

得

の
倍

増

を

図

る

考

え

で
す

。

し

て

い
る

ニ

ン

ニ
ク

等

収

益

性

の

高

い
作

物

の
作

付

面

積

の
拡

大

を

克

服

し

野

菜

及

び

山

菜

の
産

地

形

成

を

は

か

る

た

め

の
新

規

事

業

と

事

業

」

の
実

施

に

、

四

百

九

十

万

円

計

上

し

て

い
ま

す

。

転
作
目
標
は

百
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

▼

水

田
利

用

再

編

対

策

費

は

、

九

年

度

か

ら

九

年

間

実

施

さ

れ

る

も

す

。

県

か

ら

配

分

さ

れ

た
転

作

目

標

面

積

は

、

他

用

途

利

用

米

の
生

産

を

含

め

、

百

五
Ｆ

と

な

っ
て

い

対

策

協

議

会

及

び

互

助

会

の
決

定

に
基

づ

い
て

、

従

来

ど

お

り

互

助

会

に
対

す

る

助

成

四

百

十

三

万

五

千

円

の

ほ

か

、

水

田

飼

料

作

物

利

用

推

進

肉

用

素

牛

導

入

事

業

費

補

助

金

三

百

七

十

五

万

円

が

主

な

も

草
地
造
成

百
三
一十
ヘ
ク
タ
ー
ル

成

と

、

道

路

整

備

及

び
雑

用

水

施

設

の
整

備

で

、

事

業

費

六

億

八

千

二

百

六

十

二

万

七

千

円

、

牧

枡

等

を

整

備

す

る

関

連

事

業

の
国

営

等

草

地

開

発

附

帯

事

業

資

は

、　

一
億

せ

て

八

億

一
千

三

百

九

十

二

万

二

本

年

度

の
予

算

計

上

額

三

千

二

営

草

地

開

発

事

業

費

八

千

五

百

万

万

三

千

円

、

国

営

等

草

地

開

発

附

帯

事

業

工
事

費

七

百

二

十

一
万

五

千

円

、

飼

料

基

盤

整

備

事

業

工

事

農
用
地
の
高
度
活

用
と
た
め
池
整
備

▼
畜

産

業

費

は

、

牧

野

管

理

が
中

心

で
す

が

、

人

件

費

等

経

常

経

費

を

極

力

抑

制

し

、

生

産

性

の
向

上

負

担

金

等

合

わ

せ

て

四

千

六

百

六

十

九

万

二

千

円

の
計

上

と

し

ま

し

高

度

利

用

促

進

事

業

費

二

百

三

十

四

万

円
。

▼

た

め

池

整

備

事

業

費

一
千

百

五

万

円

は

、

旧

相

内

診

療

所

裏

の

た

め
池

を

整

備

す

る

も

の

木

材

工

芸

・
農

水

加

エ

セ

ン
タ

ー

が

完

成

▼

山

村

地

域

資

源

高

度

活

用

促

進

事

業

費

八

千

二

百

五

十

八

万

一
千

か

ら

四

ヵ
年

継

続

の
国

土

庁

の
新

規

事

業

で
あ

り

、

木

材

や
農

水

産

物

の
加

工

と

特

産

品

の
開

発

を

行

り

、

本

材

工

芸

セ

ン
タ

ー

の
継

続

事

業

費

分

三

千

二

万

三

千

円

と

、

新

規

着

工

の
農

水

産

物

加

エ

セ

ン

タ

ー

の
事

業

費

等

五

千

二

百

五

十

◆

林

業

費

四

百

二

十

七

万

七

千

円

。

本

村

の
林

野

面

積

は

、

全

体

の

占

め

、

こ

の

つ
ち

民

有

林

は

一
千

最

近

の
林

業

は

、

農

、

漁

業

と

同

様

た

い

へ
ん

厳

し

い
状

況

下

に

べ
き

国

産

材

時

代

を

迎

え

る

に
当

た

り

、

積

極

的

な

施

策

を

展

開

し

度

利

用

を

は

か

る

こ

と

が
重

要

で

あ

り

、

道

路

網

の
整

側

が

不

可

欠

議

を

重

ね

た

結

果

、

本

村

と

小

泊

村

を

結

ぶ

「
脇

元

・
割

長

根

林

道

」

が
開

設

す

る

こ
と

に

な

り

ま

し

た
。

こ

の
事

業

は

、

昭

和

六

十

一
年

度

か

ら

七

年

間

で
実

施

さ

れ

る

も

の

で
、

延

長

七

・
口
、

幅

員

四

済

、

総

事

業

費

は

二

億

八

千

五

百

万

円

あ
わ
び
の
基
盤

整
備
が
完
成

▼
水

産

業

費

は

、　

一
億

四

十

六

万

三

千

円

で
前

年

度

比

四

千

七

十

二

振

興

費

三

百

四

十

八

万

円
。

▼

さ

け

・
ま

す

増

殖

振

興

費

五

百

八

十

九

万

三

千

円
。

▼
小

規

模

漁

場

改

良

造

成

事

業

費

六

千

四

十

万

円

は

継

続

事

業

で
あ

る

脇

元

地

先

の

ア

ワ

ピ
漁

場

造

成

事

業

で

、

昭

和

六

十

一
年

度

は

二

万

二

千

八

百

平

方

さ

せ
ま

す

。

▼
さ

け

・
ま

す

増

殖

施

設

整

備

事

業

費

三

千

三

万

八

千

円

は

、

昭

和

五

十

八

年

度

に

ふ
化

用

水

の
不

足

か

ら

給

水

施

設

整

備

事

業

を

計

画

し

た

が

、

卵

の
消

毒

液

の
処

理

方

法

が

解

決

で
き

ず

、

事

業

を

見

送

っ
て
き

た

経

緯

が
あ

り

、

今

回

は

効

率

的

な

ふ
化

場

の
運

営

と
沿

岸

漁

業

の
振

興

を

は

か

る

た

め

、

上

流

か

ら

自

然

落

着

を

利

用

し

た

給

水

施

設

工
事

と

稚

魚

池

の

一
部

を



(D広 報ιメろ
◆

土

木

管

理

費

二

千

百

六

十

六

万

で
す

。

◆

道

路

橋

梁

費

八

千

九

百

四

十

七

万

五

千

円

。

▼
道

路

維

持

維

持

補

修

費

五

百

八

万

六

千

円

、

道
路
の
新
設
・公
営

住
宅
も
二
戸
新
築

▼
道
路
新
設
改
良
費
七
千
四
百
十

万

円

、

岩

井

九

号

線

舗

装

新

設

工

吉

野

実

取

線

舗

装

新

設

工

事

百

三

装

新

設

工

事

四

百

五

十

五

万

円

等

◆

住

宅

費

一
千

四

百

四

万

一
千

円

は

、

公

営

住

宅

管

理

費

十

四

万

一

千

円

、

公

営

住

宅

建

設

事

業

費

一

に
木

造

平

屋

建

第

二

種

公

営

住

宅

二

戸

を

建

築

し

ま

す

。

◆

漁

港

費

二

百

七

十

七

万

三

千

円

は

、

十

三

漁

港

物

揚

場

改

良

工

事

及

び

脇

元

漁

港

防

波

堤

改

良

工

事

◆

国

土

調

査

費

四

百

七

十

三

万

七

千

円

は

、

国

土

調

査

の
未

送

付

地

区

の
桂

川

、

大

田

山

の
井

、

五

月

と

し

て

は

、

津

軽

北

部

消

防

事

務

組

合

負

担

金

八

千

五

百

九

十

六

万

の
整

備

事

業

費

等

を

含

め

て

、

二

つ

い
て

は

、

国

に

お

い
て
も

最

重

気

」

に
満

ち

た

学

校

教

育

、

「
自

育

、

村

民

総

ス
ポ

ー

ツ

と

文

化

活

人

づ

く

り

と

開

か

れ

た

活

力

の
あ

る

村

づ

く

り

を

積

極

的

に
推

進

す

そ
う

し

た

観

点

か

ら

教

育

費

総

千

円

の
所

要

額

を

計

上

し

ま

し

た
。

親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
強
化

児

童

生

徒

の

「
い
し

め

」

問

題

野

外

キ

ャ

ン
プ

用

具

を

購

入

し

、

相

内

小

学

校

・
職

員

玄

関

、

プ

ー

ル
改

修

工

事

費

と

し

て

百

五

十

三
各

小

学

校

の
プ

ー

ル
改

修

工

事

事

業

、

家

庭

教

育

学

級

、

婦

入

学

級

等

、

人

づ

く

り

、

地

域

づ

く

り

◆

教

育

総

務

費

五

千

十

三

万

五

千

円

。

▼
事

務

局

費

四

千

百

六

万

七

千

円
。

▼
教

員

住

宅

建

設

事

業

費

八

百

三

十

七

万

円
。

◆

小

学

校

費

万

八

千

円
。

◆

中

学

校

費

一
千

七

百

九

十

五

万

九

千

円
。

▼

学

校

管

理

費

一
千

五

百

五

十

九

万

三

千

円
。

▼
教

育

振

興

費

二

百

三

十

六

万

七

千

円

。

◆

高

等

学

校

費

二

百

四

十

二

万

二

千

円
。

◆

社

会

教

育

費

一

◆

保

健

体

育

費

四

千

九

百

十

三

万

理

費

百

十

八

万

一
千

円
。

▼
海

洋

◆

災

害

復

旧
費

二

千

六

百

五

十

二

施

中

の
磯

松

橋

災

害

復

旧

工

事

費

◆

公

債

費

に

つ

い
て

は

、

前

年

度

こ
れ

は

、

本

年

度

予

算

総

額

の

財

政

硬

直

化

の
要

因

と

な

り

つ

つ

限

比

率

は

九

Ｆ

ど

ま

り

で

、

県

内
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絆
瀞
だ
れ
て
準
蓬
蒸
場
奥
一一一一一生

雛
な
で
彗
纂
壁
聾

一奮
懲
〓
Ｌ
‘
一ど
こ
を
か
夫
思
い
一■

一搬
一面
菫
■
■
■
■
一

響
ム
一一一一・‐‥■‐‐‐
一一一囁
■
査
響
〓
Ｌ
議

讐
恥
準
番
里
饗
孟
方
山
一一一一”
〓

編̈
麟
麟
騨
製
翠

ン
と
Ｗ
ろ
が
， あ
ド
■
二
電
″Ｌ
■

齢
髄絣
鱒
躙

輻
魃
鵠

出

の

六

十

一
Ｉ

は

建

設

債

の
償

還

需

用

費

、

そ

の
他

九

百

五

十

五

万

六

千

円

は

、

維

持

管

理

費

用

を

中

′し、
に
計

上

し

て

い
ま

す

。

保
険
税
率
は

今
年
度
も
据
置
き

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
総
額
を
そ

事
業
勘
定
に
つ
い
て
は
、
医
療

設
し
た
退
職
者
医
療
制
度
に
伴
う

針
に
よ
り
、
保
険
税
率
は
据
置
く

▼
総
務
費
に
つ
い
て
は
、
職
員
の

医
療
機
器
施
設
の

充
実
図
る

▼
総

務

管

理

費

七

千

二

十

八

万

三

千

円

は

、

職

員

の
給

与

費

を

中

心

に
計

上

し

ま

し

た
。

替
え
工
事
費
と
歯
科
医
師
用
の
住

宅
建
設
に
要
す
る
工
事
費

一
千
百

増
加
す
る

老
人
医
療
費

老
人
保
健
特
別
会
計
の
予
算
総

月
の
制
度
施
行
以
来
、
増
加
の
傾

普
及
率
の
向
上
を

―
‐
‘

の
伸

び
率

と

な

っ
て

い
ま

す

。

斃

一袂

蜀

星
野

議

量

ま

一望

製
臀

響
嚇

一瑚

鰐

〔
一一雛

一
一
一

一■
一一
一一■
・．■
一一
・４
・一
一一以
‐‐‐‐‐外‐‐‐‐‐一一‐‐‐の―‐‐‐一

．源
活
．用‐‐‐む
検
討
．じ
一で
い
ま―‐す
ｆ
●

1   言鬱
魏 庭孵 |1守彎lγす|,71
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堂 積 水
i憐
が 稲

‖常梓
型  fヽ 1
11  面

施
設
の
維
持
補

修
を
重
点
に

17)広 報ι
'4

新機義
業校

合
全
体
の
九
十
打
ま
で
か
危

険
校
合
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
田

小
学
校
の
改
業
に
つ
い
て
は
、
緊

急
に
そ
の
改
築
を
行
う
べ
く
調
査

大田小学校の

改 築

や
撃
社
は
部
落

の
も
の
一
と

い
う
　
　
　
ク
ラ
ブ
活
動
は
　
児
童

の
自

一
　
　
合
の
雪
お
ろ
し
、
運
動
場

の
整
地
、

大
田
地
域
の
歴
史
的
な
背
競
を
冷
　
　
性
を
育
て
、
仲
間

づ
く
り
を
進
め
　
　
学
校
備
品
、
施
設

の
整
備
な
ど
、

静
に
判
断
し
た
場
合
、
財
源
対
策
　
　
・０
上
で
は
極
め
て
重
要
な
活
動
で
　
　
部
落
全
員
の
労
力
畔
仕
や
寄
附
金

と
い
う
椰
先

の
議
論

の
み
で
左
右
　
　
■
が
、
通
学
離
離
が
驚
く
な
れ
ば
、　
　
に
よ

っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
経
緯

す

べ
き
で
は
な

い
、
と

マ
つ
結
論
　
　

，
一う
し
た
活
動
が
で
き
な
く
な
る
　
　
ヽ
あ
り
、
大
人
た
ち
に
と

っ
て
も

に
達

し

た

も

の

で
す
。　

　

　

　

　

　

　

ば

か
り

か

、
教

育

に
最

も

必
要

な

ま

た
、
最

近

続

発

し

て

い
る
学

　

　

子

供

と
親

と
‐
教

師

を

つ
な

ぐ

パ
イ

校

内

で

の

「
い
じ

め

」

や
自

殺

の
　

　

プ

が
詰

る

恐

れ
も

出

て
き

ま
す

。

問
題

は

、
大

規

模

校

の
弊

害

で
あ

　

　

　

ま

た
、
大

田
小

学

校

は
分

校

の

し
論

が

課
題

と
し

て
敢

り
■

げ

わ
　

　

り

育

て
ら

れ

て
き

た

、

歴
史

め
重

新舜箋
業

役場庁舎は

移転新築


